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　長崎県南地域に関する交通体系の確立につきましては、

かねてから格別の御高配と御協力を賜り、厚く御礼申し

上げます。

　今日、我が国の財政状況は厳しい状況でありますが、

幹線道路網の整備により、住民の命と暮らしを守り、地

域の活性化を図ることは、地方にとって非常に重要であ

ります。

　長崎県南地域４市は半島地域という地理的ハンディ

キャップがあり、また、雲仙・普賢岳噴火災害からの確

実な復興と更なる振興を図るため、特に道路整備は直面

する重要課題で不可欠なものであります。

　つきましては、道路予算を安定的・持続的に確保して

いただくとともに、諫早地域、島原半島地域における道

路整備のより一層の促進について、特段の御高配を賜り

ますようお願い申し上げます。

一般国道57号等県南地域幹線道路整備促進期成会

会　長　　諫 早 市 長　大久保　潔　重



現状と課題 交通渋滞が恒常化

●島原道路で唯一の未事業化区間であった諫早市小野町から長野町間は、
令和７年４月１日に計画段階評価を進めるための調査箇所に選定

●信号交差点や沿道型店舗が連なり、平日、休日ともに旅行速度が低い
●大型商業施設の出店などで更なる交通量の増加が見込まれている
●通勤・通学等の日常生活や経済活動における速達性・定時性の確保が課題

一般国道５７号等県南地域幹線道路

自立的、持続的な地方の創生には、県央地域と島原半島地域を結び付け、
社会活動を下支えする道路のネットワークが不可欠です。

期待される効果

渋滞解消

交通渋滞の解消
●令和５年１１月１２日に森山東ＩＣから森山西ＩＣ間の約３．３ｋｍが供用開始され、
交通の分散化により速達性、定時制が確保されましたが、島原道路全線の開通
により、その効果がますます期待されます。

観光振興 ●新幹線と道路のネットワーク形成により、観光客等の利便性が向上し、観光発展に
大きく寄与すると考えられます。

救急医療活動の支援 ●救急搬送の時間短縮により、広域的なセーフティネットが確保されます。

眼鏡橋 島原城 雲仙天草国立公園 原城跡

築城４００年（R6）国指定重要文化財 日本で最初の国立公園
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諫早地域、島原半島地域のまち・ひと・しごとを支える
広域道路ネットワークの整備促進をお願いいたします。

諫早駅

令和４年９月２３日西九州新幹線開業

●開業効果を活かした道路整備を行うことが、地域活性化に直結

至 諫早市街

至 島原市

救急搬送の迅速性に支障

34

渋滞、幅員不足に
より追越が困難

34

34

渋滞、幅員不足に
より追越が困難

34

: 主要搬送ルート

第３次救急医療施設第３次救急医療施設

Ｒ元

11,323
10,089 10,664 12,247 12,872 13,459

Ｒ６Ｒ５Ｒ４Ｒ３Ｒ２

■救急件数（県央地域広域市町村圏組合）
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道路事業の推進及び整備促進について

　道路は最も基礎的な社会資本であり、安全で快適な国民
生活と活力ある経済社会を実現するために必要不可欠です。
また、「熊本地震」や「令和元年８月九州北部豪雨」、「令
和２年７月豪雨」、「令和３年８月の大雨」などの自然災害
が発生した際には、既存道路が十分に機能しないことが懸
念されており、「命の道」として、人々の移動や物流を確
保し、救急医療に対応するためには、代替道路や拡幅改良
が求められています。
　本期成会構成の４市は、交通渋滞や危険箇所等、整備を
必要とする箇所が多数存在している我が国の西端に位置し
ています。加えて、半島という地理的条件もあり、雲仙・
普賢岳噴火災害からの復興等、地域住民からの道路整備を
求める声は切実であり、道路整備を強力に推進することが
急務であります。
　つきましては、中央と地方の交通移動環境の格差を十分
に認識され、21世紀の活力ある地域づくりのため、次の
事項について特段の御配慮を賜りたく、強く要望いたしま
す。
⑴　地域発展のため社会資本整備に必要な公共事業費を増額するとともに、
地方創生に資する道路関係予算を安定的かつ持続的に確保すること。

⑵　第１次国土強靱化実施中期計画に基づき、その実現に必要な予算・財源
を通常道路予算とは別枠で早期に確保するとともに、予算編成過程にお
いて資材価格や人件費の高騰等の影響を適切に反映し、必要な予算を満
額確保すること

⑶　災害への備え及び観光等の経済活動復興のため、人流・物流の活性化に
向けた、高規格道路等の広域道路ネットワークの整備をより一層推進す
ること。

⑷　地方が真に必要としている道路整備を計画的かつ着実に推進し、諫早地
域及び島原半島地域における幹線道路網等の整備を図ること。

⑸　安心して暮らせる地域づくりのため、道路防災対策の促進と大規模災害
を想定したダブルネットワークを構築するとともに、交通安全施設の整
備については、最近の交通事情に鑑み、積極的に事業を推進すること。

⑹　頻発化する大規模自然災害に即応するため、地方整備局等の体制強化や
必要となる資機材の更なる確保に取り組むこと。
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高規格道路島原道路の整備について
　災害への備え及び観光等の経済活動復興のため、人流・
物流の活性化に向けた高規格道路などの広域道路ネット
ワーク整備を一層推進するとともに、高規格道路島原道路
（南島原市～諫早市）の事業及び調査の促進をお願いします。

⑴　事業中区間の早期整備
　①島原市出平町から有明町間（出平有明バイパス）
　②島原市有明町から雲仙市瑞穂町間（有明瑞穂バイパス）
　③雲仙市瑞穂町から吾妻町間（瑞穂吾妻バイパス）
　④諫早市森山町から小野町間（一般国道57号森山拡幅）

⑵　諫早市小野町から長野町間の早期事業化

（理　由）
　高規格道路島原道路（延長約50㎞）は、平成 ６年12月に計画路線として指
定を受け、平成11年 ２ 月に「島原深江道路」、平成16年 ３ 月に「主要地方道愛
野島原線」、平成24年10月に「島原中央道路」、平成25年12月に「愛野森山バ
イパス」、平成29年12月に「吾妻愛野バイパス」、令和 ２年 ３月に「一般県道
諫早外環状線（諫早インター工区）」、令和 ４年 ５月に「一般県道諫早外環状
線（長野ＩＣ～栗面ＩＣ間）」、令和 ５年11月には「森山拡幅（森山東 IC～森
山西 IC間）」が供用開始されています。
　また、現在、「出平有明バイパス」、「有明瑞穂バイパス」、「瑞穂吾妻バイパ
ス」、「森山拡幅」が事業化されており、唯一の未事業化区間であった「諫早
市小野町～長野町間」においては、本年 ４月、国において「計画段階評価を
進めるための調査」の対象箇所に選定され、新規事業化へ向けた大きな一歩
を踏み出せたものと期待しております。
　今後の島原半島地域及び県央地域全体の更なる発展及び本地域へのアクセ
ス強化のため、九州ブロックにおける広域道路ネットワークの基本方針であ
る「九州リングネットワーク」を担う高規格道路島原道路の全区間の整備は
必要不可欠であり、本会としましても、用地取得等の地元における諸問題に
つきましては、全面的に協力を行う所存でありますので、より一層の事業の
促進をお願いします。
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島原天草長島連絡道路構想の推進について
　災害への備え及び観光等の経済活動復興のため、人流・
物流の活性化に向けた高規格道路などの広域道路ネット
ワーク整備を一層推進するとともに、現在整備が進む「島
原道路」とを繋ぐ、長崎県、熊本県、鹿児島県を結ぶ高規
格道路の構想路線である島原天草長島連絡道路（南島原市
深江町～口ノ津港間）の早期事業化をお願いします。
（理　由）
　島原半島地域は、雲仙天草国立公園をはじめとする豊かな自然環境に恵ま
れ、数多くの歴史的・文化的資源を有し、観光・リゾート地域として、また、
農水産物の生産地域として重要な役割を担っています。
　しかし、半島南部地域は、緊急車両の通行や災害時の救急搬送路の確保、
県央地域までの移動における定時性の確保及び時間短縮などにおいて、島原
道路の恩恵にあずかることも少ないため、地域の動脈となる高規格道路とし
ての島原天草長島連絡道路の整備が喫緊の願いであります。
　併せて、島原半島地域の活性化を図るためには、長崎県、熊本県、鹿児島
県の三地域を結ぶ九州西岸軸の形成が必要であ
り、その中核となる島原・天草・長島架橋構想
の実現が重要な課題となっています。このため
現在整備が進む「島原道路」とを結び、この三
県架橋構想の実現へ向かうためにも、構想路線
である島原天草長島連絡道路（南島原市深江町
～口ノ津港間　延長約30㎞）を早期に事業化さ
れるようお願いします。

大村市

雲仙市
島原市

南島原市

長崎市

長与町
諫早市

島

島
原
天草長島連

絡道路

原
道 路

愛野森山
バイパス
1.8km

栗面IC～
小船越IC
2.7km

吾妻愛野
バイパス
1.7km

島原中央道路
5km

島原深江道路
5km

高規格道路　島原道路
（計画路線）Ｌ=約50km

島原天草長島連絡道路
　　（構想路線）
Ｌ=約30km　※長崎県

長野IC～
栗面IC
2.7km

（主）愛野島原線
2㎞

小船越IC～
諫早IC
1.6㎞

森山東IC～森山西IC
3.3㎞

島原半島西回り道路
　　（構想路線）

原
半
島
西
回
り
道
路

島

森山拡幅
4.8km

世界文化遺産
長崎と天草地方の潜伏キリシタン

関連遺産「原城跡」
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市

島原市

雲仙岳
△

国道57号

国道
251
号

愛野町～小浜町間
13km

愛野・小浜バイパス
約13km

雲仙市

南島原市

389

251

57

389

（
終
）長
崎
県
雲
仙
市
千
々
石
町

な
が 

さ
き
　
　  

う
ん
ぜ
ん             

ち      

ぢ     

わ  

ち
ょ
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一般国道57号 富津防災 延長3．４km（
起
）長
崎
県
雲
仙
市

　
　小
浜
町

な
が 

さ
き
　
　  

う
ん
ぜ
ん

お     

ば
ま  

ち
ょ
う

一般国道57号愛野小浜間の早期整備について
　一般国道57号愛野小浜間（雲仙市愛野町～小浜町）に
おける富津防災の安定的な予算確保による整備促進並びに
代替道路（バイパス）整備に向け島原半島を一周できる幹
線道路ネットワークの必要性を含めた調査検討をお願いし
ます。

（理　由）
　島原半島西部の雲仙市愛野町から小浜町を経由する幹線道路は一般国道57
号のみであります。この区間は起伏の激しい地形であることから道路沿線に
は土砂災害特別警戒区域が存在するほか、法面上には雲仙火山の噴火に伴う
火山堆積物が多く、一部区間では斜面に多くの巨石が露出していることから
災害発生のリスクが非常に高い状況です。
　また、道路は急勾配で見通しの悪いカーブが連続し、車両同士の正面衝突
事故が多発する等交通安全の面からも多くの課題を抱えております。
　加えて、その他の道路についても幅員狭小や線形不良、また事前通行規制
区間が設けられている等、国道の代替道路としては脆弱なため、万一災害等
により交通が遮断された場合には、地域が孤立するほか、半島南西部の農畜
水産物はすべて一般国道57号を経由して都市圏の市場へ輸送されていること
から、地域の産業、経済が深刻な打撃を受けることは避けられません。
　さらに、令和６年能登半島地震が発生したことから、雲仙活断層群が密集
する島原半島では住民の不安が増々高まっているところです。
　こうした事態の発生を未然に防止し、地域住民の安心・安全な暮らしを守
るため愛野町から小浜町までの幹線道路整備は喫緊の課題です。
　また、総合的な地域振興の観点からも幹線道路ネットワークの整備は必要
不可欠であり、関係機関が一体となって、島原半島を一周する道路の構想を
視野にいれながら進めていくことが求められます。
　このようなことから、令和４年度に新規事業化された「国道57号富津防災」

の安定的な予算確保による整備促進と雲仙市愛野町
から小浜町までの区間における国道57号の代替道路
（バイパス）整備に向け島原半島を一周できる幹線道
路ネットワークの必要性を含めた調査検討を速やか
に実施することをお願いします。
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一般国道57号の歩道整備について
　一般国道57号の歩道（島原市安中地区、雲仙市愛野・
千々石・小浜町）の整備をお願いします。

（理　由）
　本国道は、長崎・島原・熊本並びに雲仙天草国立公園を結ぶ幹線道路であ
り、島原半島地域と県央地域、長崎空港、九州横断自動車道等を結ぶ産業経
済の発展に極めて大きな役割を担う重要路線であります。
　要望箇所につきましては、歩道が大変狭く、近年における交通量の増加に
伴い、小中学生の徒歩による通学や高校生の自転車通学、或いは高齢者によ
る電動カーや手押し車などの通行が非常に危険な状況になっております。加
えて見通しの悪いカーブも存在することから、交通事故防止のため歩道の整
備をお願いします。

【事業概要】

　⑴　交通安全施設等整備事業
　　　（島原市大下町～島原市門内町の早期整備）
　　　延長　0.47km
　⑵　交通安全施設等整備事業
　　　延長4.09km
　　①　雲仙市愛野町の整備促進　2.5㎞
　　②　雲仙市千々石町の整備促進　1.19㎞
　　③　雲仙市小浜町の整備促進　0.4㎞

⑴　一般国道57号歩道整備
（安中地区）

⑵③　一般国道57号歩道整備
（小浜町）

諫
早
市 島原市

雲仙岳
△

国道57号

国道251
号

雲仙市

南島原市

389

251

57

389

（1）安中地区 0.47km

（2）③小浜町 0.4 ㎞
（2）②千々石町 1.19 ㎞

（2）①愛野町 2.5 ㎞
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島原半島西回り道路構想の推進について
　島原半島南西部の生活の安全・安心に向けたライフライ
ンの維持と安全性が高い道路ネットワークを形成する道路
として、構想路線「島原半島西回り道路」の調査検討への
着手をお願いします。

（理　由）
　島原半島南西部地域の主たる幹線道路は、一般国道57号と一般国道251号で
あり、当該地域の住民にとって極めて重要な幹線道路であります。
　近年の異常気象に伴い頻発する自然災害等により、防災や安全・安心な暮
らしにおける物流道路においては、代替道路となる幹線道路もなく、災害等
により遮断された場合、日常生活や経済活動、高齢化の進行に伴い増加傾向
にある救急搬送への支障が想定されるため、住民の大きな不安材料になって
おります。
　これらの諸問題の解消並びに、令和 ４年 ３月に新規事業化が決定された「富
津防災」道路を足掛かりとした重要な幹線
道路として、構想路線「島原半島西回り道
路」の調査検討に着手していただきますよ
うお願いします。

大村市

雲仙市
島原市

南島原市

長崎市

長与町
諫早市

愛野森山
バイパス
1.8km

栗面IC～
小船越IC
2.7km

吾妻愛野
バイパス
1.7km

島原中央道路
5km

島原深江道路
5km

高規格道路　島原道路
（計画路線）Ｌ=約50km

島原天草長島連絡道路
　　（構想路線）
Ｌ=約30km　※長崎県

長野IC～
栗面IC
2.7km

（主）愛野島原線
2㎞

小船越IC～
諫早IC
1.6㎞

島原半島西回り道路
　　（構想路線）

島

島
原
天

草
長島連

絡道路

原
道 路

森山東IC～森山西IC
3.3㎞

森山拡幅
4.8km

原
半
島
西
回
り
道
路

島

R02.06.25 被災状況
国道251号

（南島原市加津佐町～雲仙市南串山町）
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島
鉄
フ
ェ
リ
ー

有明
フェ
リー

橘　　湾

有　　明　　海

大

　
　村

　
　湾

諫早市

大牟田市

柳川市

筑後市

多久市
伊万里市

大村市
諫早市

鹿島市嬉野市

大牟田市

荒尾市

柳川市

筑後市

多久市
伊万里市

長崎

自
動
車
道

佐賀空港佐賀空港

吾妻町

長与町

波佐見町

島原市
雲仙市

南島原市

長与町

波佐見町

長崎空港 長洲町
高速

34

57

57

57

34

34

35

324

207

251

251

251

251

389

389

255

324

207

444

498

498

207

209

442
444

443

389 208

208

208

205

愛野・小浜バイパス

一般国道57号森山拡幅

島原天草長島連絡道路

雲仙市愛野町～小浜町 L＝約13km

島　原　道　路
南島原市～諫早市 L＝約50km

一般国道57号愛野小浜間整備
雲仙市愛野町～小浜町 L＝約13km

一般国道57号富津防災
雲仙市小浜町富津地区 L＝約3.4km

島原半島西回り道路
雲仙市～南島原市

一般国道57号歩道整備
島原市大下町～門内町
雲仙市愛野町～小浜町

L＝0.47km
L＝4.09km

雲仙市愛野町～諫早市長野町 L＝7.6km

南島原市～阿久根市 L＝約110km

島 原 深 江 道 路
供用済　L＝5km

島 原 中 央 道 路
供用済　L＝5km

主要地方道愛野島原線
供用済　L＝2km

愛野森山バイパス
供用済　L＝1.8km

森山東IC～森山西IC
供用済　L＝3.3km

諫早IC ～長野IC
供用済　L＝7km 吾妻愛野バイパス

供用済　L＝1.7km

凡例

…　高規格道路

…　構想路線

有明海沿岸道路
鹿島市～諫早市 L＝約50km

有明海沿岸道路
熊本市～鹿島市 L＝約85km
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会　　長　　諫　　早　　市　　長　　大久保　潔　重

副 会 長　　島　　原　　市　　長　　古　川　隆三郎

監　　事　　南島原市議会議長　　吉　田　幸一郎

理　　事　　雲　　仙　　市　　長　　金　澤　秀三郎

　 〃 　　　南 島 原 市 長　　松　本　政　博

会　　員　　島 原 市 議 会 議 長　　林　田　　　勉

　 〃 　　　諫 早 市 議 会 議 長　　北　島　守　幸

　 〃 　　　雲 仙 市 議 会 議 長　　小　畑　吉　時

一般国道57号等県南地域幹線道路整備促進期成会

要望書　57号等県南地域幹線道路整備促進期成会　表紙 2－ 3　K　稲 背なし（前回ママ）



要 望 書

令 和 7 年

宮崎

大分

熊本

鹿児島

長崎

佐賀

福岡

一般国道57号等県南地域
幹線道路整備促進期成会

要望書　57号等県南地域幹線道路整備促進期成会　表紙 4－ 1　K　稲 背なし（前回ママ）


